
司 会 車 会場監督  点 鐘 田中 会長 

国歌斉唱 

ロータリーの目的／四つのテスト 

ゲスト並びにビジター紹介 

〔ゲスト〕 

富山県教職員組合 執行委員長 能澤 英樹 様 

会長挨拶／報告 

■誕生祝 

中村総一郎さん（11／28・60 才） 

岡本 欣治さん（12／1・77 才） 

■米山奨学会より感謝状 

第 38 回 米山功労者 山本毅 さん 

幹事報告 

■定例理事会⇒本日 13：30～ 桐の間 

■指名委員会⇒本日 14：30～ 桐の間 

■IDM⇒本日 18：00～ 都万麻 

■3 番テーブルミーティング 

⇒11／27（水）18：00～ 尾の上 

■次週 12／8 は職場例会です。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 ニコニコＢＯＸ 7 件 23,000 円  

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

田中会長／今夜は塩崎委員長の企画で IDM がありま

す。ガバナーエレクトの小山さんが講師です。楽し

みにしています。 

才高副会長／富山県教職員組合能澤執行委員長様、本

日の卓話よろしくお願いいたします。 

山口幹事／能澤様、本日卓話よろしくお願いします。 

中村君／能澤先生、県 PTA では大変お世話になりまし

た。本日はよろしくお願いいたします！ 

※誕生祝いもいただき感謝！ 

竹中君／能登半島地震で倒壊したビルの五島屋さんは

輪島塗を代表する老舗ですが、社長の五嶋曜治さん

は私の旧友でもあります。豪雨でも甚大な被害を受

けられましたが、復興に向けて応援するために、今週

末チャリティーイベントを開催いたします。テーブ

ルの上にチラシがありますが、 輪島塗りの高級漆器

が半額とお買い得になっていますので、興味のある

方はぜひご来場ください。 

 

板谷君／先日皆出席をいただきありがとうございまし

た。 

藤田君／本日、早退させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の中で起きていることは、外からは見えづら

い部分も多いが、教員も子どもたちも厳しい状況に

置かれているのが現実だ。例えば、中学校教員の月平

均残業時間は 2016 年時点で過労死ラインを超えて

おり、その後も大きく改善されていない。長時間労働

による教員の多忙が子どもたちに向き合う時間を奪

い、必要な支援が行き届かないことで、問題がさらに

深刻化する負の連鎖が起きている。いじめや不登校

の件数が過去最高を記録する中、教員自身も精神疾

患による病気休職者が増加し、採用試験の志願者数

も減少。人手不足が慢性化し、現場は疲弊している。 

このような状況を生み出している背景には、「教員

聖職者論」や「給特法」、そして「新自由主義」とい

った構造的な問題が絡んでいる。教員聖職者論とし

て「子どものために献身すべき」「私生活でも模範的

であるべき」といった理想が強調され、労働者として

の権利が軽視されがち。この考え方が社会や職場で

強く根付いている。 

給特法は、教員に対して時間外勤務手当や休日勤

務手当を支払わない代わりに、給与の 4%を上乗せす

る仕組み。しかし、結果的にこれは「定額働かせ放題」

の状態を招き、教員が自主的に行っている業務が長

時間労働の温床となっている。さらに、新自由主義の
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＜卓話＞ 

「今、学校で起きていること 

―多忙の教員・涙を流す子どもたち―」 

能澤 英樹 様 



影響も無視できない。競争原理が教育にも導入され、

自治体の財政負担が増えたことで正規教員の採用が

抑制され、現場の人手不足が一層深刻化した。これに

より、教員は増え続ける業務に対応しきれず、多忙が

常態化している。 

競争をあおる教育環境の中で、適応できない子ど

もたちは不登校や別室学習に追い込まれ、最終的に

は社会に出ても厳しい状況に直面することが多い。

こうした序列化が進む社会では、格差や分断が固定

化され、貧困や治安の悪化といったさらなる問題を

引き起こす可能性がある。 

解決のためには、教員が本来の業務に専念できる

環境を整備することだ。そして、問題行動を起こす子

どもたちへの支援を強化する必要がある。学校だけ

で対応しきれない部分は、地域や社会全体でサポー

トする仕組みを充実させるべきで、部活動の地域移

行やコミュニティスクールといった取り組みがその

一例といえる。 

デンマークの教育制度に学べる点もある。デンマ

ークは中学校 2 年生までテストを行わず、子どもた

ちの幸福度を重視している。その結果、学力ランキン

グでは日本に劣るものの、幸福度は世界トップ。学力

だけでなく、子どもたちの心の健康や幸福度を重視

する教育へとシフトする必要があるのではないだろ

うか。 

学校や教員が抱える「負の連鎖」を断ち切ることが

重要だ。教員が子どもたちと向き合う時間を持てる

ようになれば、子どもたちの笑顔が増え、それが教員

のやりがい、ゆとりにつながり、教員志願者の増加と

いう好循環が生まれるだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


